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3)図式葉罪学合例主連合会演説要旨(その31管 
(昭和 29年 12月 18日(土)19(日)
41)稀宥なる胃壁嚢躍の一治験例 
小渋雅亮
最近教室に於て，術前胃ポリープの診断で胃切除
術を施行せる所，胃壁内に発生した嚢j屈なりし一例
を経験したので，御報告する。
患者は 36才の女で，心器部広痛及び上腹部腫庖
を主訴として来院したもので，検査所見としては，
潜血反応中等度陽性，レ線検査にて，幽門輸に明瞭
な円形の陰影欠損あり，その部に一致して鶏卵大の
可動性を有する比較的硬し、腫癌を触診した。依って
胃ポリーフ。の診断の下に中山教授執万に依り胃切除
術を施行した。
別出標本につき検索せる結果，腫屈は幽門部の後
壁寄りにあり， 1，母指頭大境界明瞭で，その表面は正
常胃粘膜で覆はれて居る。割商で見るに，腫癌の中
心よりや L胃粘膜寄りに，三日月状周平・の嚢胞あり
その壁は灰白色で 2mmの肥厚を示し，内容として
黄白色透明の獄塊を少量含んで居iた'0 
組織学的には幽門部の粘膜下層に繊維性の厚い被 
膜に囲まれた嚢胞があり，その外相1]で疑膜寄りに筋
層を離断して筋腫様車町哉がある。叉，嚢胞壁の一部
と，筋腫様組織内に一層の円柱上皮で囲まれた腺構
造が見られる。更にマロリー及びワシギーソン染色
の所見等よれ本症例に見られたる腫癌は，腺筋腫
で，それより二次的に，腺構造部から発育により生 
ぜる嚢腫であることが判明じた。
文献を見るに， 1805年 Lefencheuxの腸性翠睦 
~~ 
の報告例より，現在迄，剖検例も含めて計 100例の
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42)胃に発生せる重量睦形成性神経鞘躍の 1例
水戸日赤外科今関和夫
牒!肱嚢腫の診断の下に開腹，意外にも胃後援より
発生せる神経鞘臨であった症例を経験した。患者 52
才主婦，家族歴に癌の遺伝関係あり。
既往歴:20年前子宮外Mf娠で手術。
主訴:左季肋部腫癌と膨満感。
現病歴:本年 7月頃より，空)臨時膨満感及上記睦屈
に気付く。
現症左季肋古jSに児頭犬，平滑，弾性軟の球状腫
癌を触れ，圧痛軽度移動i生無し。一般検査にては潜
血 C+) の他著~無い。
手術所見:胃休部後壁噴門に近き処，前後壁夫々，
胃及牒!臓と密に癒着せる児頭大，嚢腫様の腫;屈を認
む。腫j屈をふくめ胃全別出術を施行。
病理所見:14x 14x 12 cm，約 600g，胃粘膜下に懸
垂性に発育，襲腔形成著明。恰も疑膜下に発生した
Cysteの状を呈す。嚢腔内に暗赤色流動性の潤濁液
500 cc嚢腔内面は平滑，壁は弾力性硬。腫癌付着部
の胃粘膜は約 4cm大に降起し，その中央に浅し、小
潰場あり。
京国品学的所見。著明な嚢腔(腫〉安性を併し、，且
毛細管出血を示す Neurinomと考えられる。
筋層内に発生したものであり PlexusMyenteri-
cue Auerbachiiにその源を求め得ると考える。
術後経過良好 3週間にて全治退院。
43)胃症状を墨 Lた胃壁内部踏の 1例
報告が見られるが9 之等に基づいてなせる Palmer 県立東金病院本間康正  
(1951)等の研究によれば，木症例は新生性護腫中 副牒に関、ずる文献は， 1859年 Klobの記載以来
の良性上皮性腫療の範憶に入るべきものと思われる 今日迄多数あり，当教室に於ても，百武氏の空腸副
が，この場合は筋腫との混合腫爆を母地として発生 時 5例の報告がある。症例， 41才女子。昨年 5月，
せるもので，良性非ヒ皮性臨場の二次的~性による 食後の上腹部区痛，食慾減退悪心!恒吐あり，昨年 10
ものの報告例が 10例あるに反しi 木症例は稀有な 月当院内科を訪れ，内服薬で通!日治療。併し症状軽'
る胃壁嚢腫と思考されるものである。 減せず本年 2月入院，著明な繭捜ある以外に一般検
